別記様式第１号（第２条関係）
（表面）

建築確認申請提出時のチェックリスト
このチェックリストに記載した事項は、事実に相違ありません。　　 　　　　　　年　　月　　日
【代理者】建築士事務所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【連絡先】電話番号　 　　　　　　　　　FAX番号　　　　　　　  　
※代理者氏名欄は確認申請の代理者であること
建築物等の名称又は工事名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※　該当する項目及びチェックした項目の□欄に「✓」を付けてください。

１　添付図書及び整合性の確認
	図　書
	確認した項目

	□正本１通

□副本１通（消防同意が
必要な場合は２通）

□建築計画概要書
□建築工事届

	□法令上必要な添付図書の確認
□確認申請書
□委任状（代理者による申請の場合）
□意匠・設備等の図面
※建築基準法施行規則に規定されている図書
※法第43条許可等の図書、関係法令（消防法17条等）に関する規定が適用される建築物の図書等を含む。
□構造図面、構造計算書等
※建築基準法施行規則に規定されている構造図、構造計算書等
□構造方法等の認定書・認証書の写し
□図書相互の整合性の確認

　※確認申請受付後に「図書相互における不整合」、「明示すべき事項の記載漏れ」等があり、建築基準関係規定に適合するかどうか判断できない場合は、確認申請の再提出が必要となる場合があります。


２　設計者の記名等の確認
	図　書
	確認した項目

	□確認申請書（第二面）
□設計図書（記名欄）
	□確認申請書（第二面）【３．設計者】の【ト.作成又は確認した設計図書】に記載の設計図書への設計者の「資格の記載」及び「記名」

※構造計算書については、計算書の表紙に「資格の記載」及び「記名」を行う。


３　安全証明書の記載内容等の確認
	図　書
	確認した項目

	□安全証明書

構造計算によって建築物の

安全性を確かめた旨の証明書
	□安全証明書の写しを構造計算書の「正本」に添付

□構造計算を行った者の確認の「資格の記載」及び「記名押印」

□計算書表紙と割印

□「安全証明書」と「確認申請書」との記載内容の整合

※共同設計の場合は連名で記載します。
※構造設計一級建築士による関与が必要な建築物の場合は、「構造計算によって建築物の安全性を確かめた旨の証明書」の添付は要しません。


４ 設計者の業務範囲の確認等
	適　用
	確認した項目

	□設計者
□工事監理者

□設備・構造設計一級
	□建築士でなければできない設計、工事監理の業務範囲等の確認

□構造設計一級建築士の関与の有無の確認（有・無）

□設備設計一級建築士の関与の有無の確認（有・無）

□該当する建築士免許証の写しの添付


（裏面）
５　確認申請手数料

	申請の種類
	床面積の合計
	確認申請手数料

	□建築物
	比較的容易な構造計算の適用の有無
	㎡
	円

	
	□有　　　　□無
	
	

	□小荷物昇降機以外の建築設備
	
	

	□工作物
	
	

	備考

１　該当する項目及びチェックした項目の□欄に「✓」を付けてください。
２　計画変更の場合、手数料の算定方法（変更対象床面積の算定根拠）を添付してください。

３　確認申請手数料には、比較的容易な構造計算適合性審査手数料が含まれます。


６　構造計算上の棟別概要及び比較的容易な構造計算適合性審査手数料
	確認申請上の棟数　（　　　）棟
	構造計算上の棟数（　　　）棟

	建物番号
	枝番号
	適用した構造計算の種類
	構造計算の方法
	構造計算上の棟別の床面積

	
	
	
	
	比較的容易な構造計算適合性審査手数料

	
	
	□ルート３

□ルート２
□ルート１

□その他（　　　　　　）
	□大臣認定プログラム
□その他
	㎡

	
	
	
	
	円

	
	
	□ルート３

□ルート２
□ルート１

□その他（　　　　　　）
	□大臣認定プログラム
□その他
	㎡

	
	
	
	
	円

	
	
	□ルート３

□ルート２
□ルート１

□その他（　　　　　　）
	□大臣認定プログラム
□その他
	㎡

	
	
	
	
	円

	比較的容易な構造計算適合性審査手数料の合計　　　　　　　　　　　　　　円

	備考

１　該当する項目及びチェックした項目の□欄に「✓」を付けてください。
２　建築基準法第20条第２項に規定するエキスパンションジョイント等により、それぞれ別の建築物とみなす部分及び確認申請上別棟扱いとなる建築物ごとに記載してください。
３　構造的に既存建物と一体になる増築は、（既存＋増築）の面積を記載してください。

４　比較的容易な構造計算適合性審査手数料の欄は、適用した構造計算の種類の欄が「ルート２」の場合で、構造計算の方法の欄が「その他」の場合にのみ記入してください。


